
 

第３学年 社会科の実践 

 

１ 単元名 「わたしたちのまちと市」 （全３０時間 本時２０時間目） 

 

２ 単元目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「ひびき合う三の丸の子どもたち」にせまるために 

 

 

 

 

 

 

 

〈これまでの関わり合い・ひびき合い〉 

 運動会の学年種目の作戦を話し合った際には、「背の高い人と低い人を一緒にするといいんじゃないかな？」

「いや、同じような背の友だちで運んだほうがいいよ。」などの意見が出てきた。実際に二つの方法で持ってみる

と、「背の高い人と低い人で一緒に運ぶほうがいいね！」「次の練習はそれでやってみよう」と試行錯誤しながら

前日まで作戦を考え続け、ともに高めあうことができた。 

道徳の学習では、自分の考えの立場をマグネットを用いて明確にし、伝え合うことができた。話し合いでは、

自分の考えと比べたり、友だちの考えを聴いたうえで自分の考えを変化・統合・強化したりすることができた。 

 総合的な学習の時間では、社会の時間に小田原市の地図から、果樹園の多さに驚き、「小田原の名物はうめやみ

かんではないか。」「いや、小田原といえばかまぼこだよ。」「だって果樹園がこんなにたくさんあるんだよ。」「三

の丸小学校の周りだけでかまぼこがたくさん作られているんだよ。」「小田原市のマークは梅の花だよ。」など、

地図を示しながら話し合うことができた。「どちらが小田原市の名物としてよく買われているのかを知りたい！」

という思いを持った子どもたちは、次の総合の時間には「お家の人に聞いてきたよ！」と多くの子どもがインタ

ビューをし、情報を整理した。うめやかまぼこだけでなく、おでんもあるなど、新たな発見があった。お家の人

にインタビューをした結果を整理すると半分に分かれていることから、「観光客はどんなお土産を買っているの

かインタビューをしたいな。」などの声がでてきている。問題を解決するために、先生や調理員さん、お家の人や

地域の方にインタビューする「人ととかかわる力」が少しずつついてきているように感じる。 

一方で、自分の考えや調べたことに自信がもてず、一部の児童だけで話し合いが進み、考えることを人まかせ

にしたり、他人事になってしまったりする子どももいる。そこで、少人数での話し合い、意図的なグループ構成、

考える時間の確保、話し合いの手順を示し、全員が話し合いに参加し、自分事として課題を解決できるようにし

ていきたい。また、「できることからやってみるという前向きな気持ち」と「自分や仲間の気づきや疑問を共有

研究課題  「子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成」 

手だて・・・子どもの思いや願いを見とった単元構想と授業づくり 

ブロックテーマ・・・「追究する力、仲間と支え合う自分」 

            ・自分の問題をとことん追究する姿 

            ・仲間と協働して追究する姿 

単元目標  

〇身近な市の様子を大まかに理解するとともに、調査活動や地図帳などの資料を通して、必要な情報

を調べまとめる技能を身につけることができる。 

〇身近な市の場所による違い、人々の生活との関連などを与え、考えたことを表現することができる。 

〇身近な市について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、思考や理解を通して、地域社

会に対する誇りと愛情をもつことができる。 

 



し、みんなでアイデアを出し合える雰囲気づくり」を大切に進めていきたい。そして、仲間との伝え合い活動を

通して、自分の考えを広げ深めていく姿をひびき合える姿としたい。 

本単元は社会科であり、校外学習に行って調べた経験が共通の土台として話し合いをしたり、友だちといろい

ろなアイディアを出し合ったりして進められるように計画し、指導したい。 

 

４ 単元と指導 

〈単元について〉 

 本単元は、次の学習指導要領の内容を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元では、市全体へと広がるため、実際に見学できないところは、調べ学習や地図や資料を活用する必要

感が生じる。そのため、地図や資料の読み取り方を身につけたり、読み取ったことを複数の条件を関連付けて

考えたりすることができる機会となる。そして、身近な地域や市の様子をとらえ、場所による違いを考え、表

現するという資質・能力を高めることを目指して、市の各地域の様子を調べ、違いを比較することでとらえた

特色を地図にまとめていく学習が有効と考え設定した。また、調べ活動を通して、小田原市のよさや魅力を発

見し、地域への誇りと愛情をもつことができると考える。 

 

〈指導について〉 

わたしたちのまちについてどのぐらい知っているかを聞くと、２年生でまちたんけんの経験から、「まちのこ

とはもう全部知ってるよ！」と自信たっぷりの子どもたちであった。地図にかいてみたり、建物やまちの特徴を

話し合ったりするなかで、まだまだ自分たちの知らないことがたくさんあることに気づいた。そこで、子どもた

ちは「まちたんけんに行って、もっとこのまちのことを知りたい。」「地図のように上からこのまちを見たい。」と

いう思いを持った。 

まちたんけんでは、かまぼこ通りや駅前の様子、歴史的な建物にも気づくことができた。まちたんけんで気づ

いたことを話し合う中で「なぜ駅にお店が多いのかな？」という問題がでた。「観光客がお土産を買うためじゃな

い？」「小田原でしか買えないもの（名物）って何だろう」という声が出てきた。 

そこで、小田原市の学習の導入として、小田原駅構内の土産屋の写真やそこで売っているもの（かまぼこや干

物以外の「甘夏（根府川）」「みかん（早川）」「湘南ゴールド」「片浦レモン」「曽我の梅」「クッキー（栢山）」「あ

じさいちゃんキャンディ（中曽根）」などのお土産）を提示した。初めて知ったお土産も多く、気づいたことから

は「片浦や根府川って小田原の外だよね」という子どももいた。全体で共有すると、「地図で確かめたい！」とい

う思いを持ち、地図でそれぞれのお土産の産地がどこにあるのかを調べた。 

小田原市を地図で見ると、子どもたちは果樹園の多さに驚いていた。保護者がかまぼこ屋で働いている子ど

ももいて、子どもたちにとってはかまぼこの方が身近な存在だからである。地図を見て気になることを出し合

内容（１）「身近な地域や市区町村の様子について、学習の問題を追究・解決する活動を通し

て、次の事項を身に付けることができるよう指導する。」 

ア 次の知識及び技能を身に付けること 

（ア） 身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解すること 

（イ） 観察・調査したり地図名などの資料で調べたりして、白地図などにまとめること。 

イ 次の思考力、判断力、表現力等を身に付けること 

（ア）都道府県内における市の位置、市の地形や土地利用、交通の広がり、市役所など主な

公共施設の場所と働き、古くから残る建造物の分布などに着目して、身近な地域や市

の様子を捉え、場所による違いを考え表現すること 



い、「どうして果樹園が多いのかな？」「どうして川や海や線路や道路の近くに工場が多いのかな？」「どう

してかまぼこが有名なのかな？」といった問題が出てきた。 

そこから、山・川・海の自然に恵まれている特徴や果樹や魚などを使っているお土産を関連させ、市の地形

と土地利用に気づかせていきたい。次に、小田原の歴史を伝えるものを調べることを通して、小田原宿で宿泊

する人のために土産物が多くあり、今でも伝統を引き継ぎ売られていることにも気づくことができる。また、

交通の様子、市にある公共施設についても関連づけて、自分たちの住む小田原市のよさを感じさせたい。小田

原市の人口が毎年1000人ずつ減少していることから、「自分たちにできることはないか。」を考えることで総

合的な学習の時間の活動につなげていきたい。 

本時で児童が解決したい問題は、「どうして海の近くにかまぼこや干物のお店がたくさんあるのかな？」であ

る。前時までの個人の調べ学習では、分かったことや考えたことを地図や資料（生活経験や、まちたんけんなど

のこれまでの学習、わたしたちの小田原など）を根拠に話せるように、付箋にまとめておく。 

本時展開の伝え合いの場面では、一部の児童で話し合いが進む学級の実態を踏まえ、次のような手立てをとっ

ていく。 

1 つ目は、場の設定である。まず、付箋に書いたことをグループの全員が発表して、自分の考えを意思表示で

きるようにする。その際、考えの根拠も合わせて伝えることや友達の考えを聴くことで、ものの見方がより広く

深くなることを実感できると考える。話し合いの中で、自然に他のグループの考えが気になる様子が見られると

予想する。そこで、他のグループのところに行き、相違点を見つけ、質問をすることを通して友だちと関わり合

う。他のグループをまわることで、関わりながら学ぶことの面白さに気づかせたい。最後に、グループごとに問

題に対する答えをまとめる時間をとる。 

２つ目は、「伝え合いのメニュー（手順）」の提示である。「伝え合いのメニュー」の中に、相違点を見つける

だけの一方通行になってしまわないように関わり合うためのアイテムとして、「〇〇さんが言いたいことは、こ

ういうこと？」「〇〇さんはどう思うの？」「くわしく教えて。」「もう一回言って。」「つけたして言うと」「〇〇さ

んは～と考えたのかな。」などの言葉を提示しておく。関わり合いがあまりできていない場合、教師の出どころと

して、関わり合いの言葉を声かけする。 

本時では、仲間との伝え合い活動を通して、自分の考えを広げ深めていく姿をひびき合いの姿とし、ブロック

テーマ「仲間と支え合う自分」を高めていきたい。最後に、「小田原日記」を記入し、自分で見つけたことや、友

だちから聞いて気づいたことなどを共有し、ブロックテーマ「仲間と支え合う自分」を高めていきたい。 

 

  



５．単元構想 ３年社会科「わたしたちのまちと市」全

３０時間  本時２０時間目単元目標  

 
〇身近な市の様子を大まかに理解するとともに、調査活動や地図帳などの資料を通して、必要な情報を調べまと

める技能を身につけることができる。  
 
〇身近な市の場所による違い、人々の生活との関連などを与え、考えたことを表現することができる。  

 
〇身近な市について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、思考や理解を通して、地域社会に対する

誇りと愛情をもつことができる。  



 



  



  



６ 本時について 

 

 

７ 実践を終えて 

〈成果と課題〉 

（１）本時の様子 

 本時では、子どもたちが事象や課題に対して自分事と捉え、学習に取り組むことができていた。班での話し合

いの際には、一人一人が調べたことや生活経験などの根拠を明らかにしながら意見を伝えることができた。前時

までで調べたことに自信をもって「友だちに伝えたい」、「友だちの意見を知りたい」という想いがあふれる姿で

あった。 

また、前時までの子どもたちの意見から、本時の問題解決における話し合いの焦点を事前に見取ることができ

た。本時でも、話し合いの中で出てきた意見に対して、必要に応じて教師が出ることができた。 

 課題として、生活経験や前時までの調べ学習で多くの情報を得ることができたが、子どもたちが話し合いなが

ら意見を分類するための指導を工夫する必要があったという点がある。予想の段階で話し合いの焦点となるキー

ワードが出てきていたため、班での話し合いの際の分類に活用すると、子どもたちも問題解決に向けた情報を精

選しながら話し合いをすることができたと考える。 

（２）授業後の実践 

 本時を踏まえて、次時では改めて予想で出たキーワードを活用しながら問題解決に必要な情報を整理する時間

をつくった。本時よりも必要な情報がしぼられたため、本時では意見を伝えることができなかった子も生活経験

や調べたことを伝えることができた。 

学習の最後に「かまぼこや干物のお店が海に近いとどんなよさがあるかな？」と問い返すことで、子どもたち

が調べた事実に基づいた小田原のよさにつなげることができた。 

  

 

 

 



（３）ブロックテーマとの関連、教師の出どころ（重点項目） 

本授業でのひびき合い「仲間との伝え合い活動を通して、自分の考えを広げ深めていく姿」については、友だ

ちの意見を聞いて、「～さんに付け足しで」と自分の考えにつなげたり、他の班の様子を見に行って自分の考え

を広げたりすることができた。班での伝え合いの場面を、グループと全体の２段階の場を設定したことで、普段

は自分の意見を友だちになかなか伝えられない子も、自信をもって班や全体の場で自分の意見を話すことができ

た。 

教師の出所については、前時までの子どもたちの意見から、本時の問題解決における話し合いの焦点を事前に

見取ることができたため、本時でも話し合いの中で出てきた意見に対して、必要に応じて教師が出ることができ

た。今後は教師の見取りをもとに、子どもたちが問題を解決するために必要な情報や方法、問い返しの言葉など

を工夫していきたい。 

 

 


